
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
六
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

五
） 

答

弁

第

五

号 

   
衆
議
院
議
員
小
沢
貞
孝
君
提
出
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
政
府
の
刊
行
物
等
に
日
本
政
府
自
ら
が
主
権
を
放
棄 

し
た
が
ご
と
き
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
訂
正
と
責
任
追
及
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送 

付
す
る
。 

内
閣
衆
質
九
五
第
五
号 

昭
和
五
十
六
年
十
一
月
六
日 

衆

議

院

議

長 
福 

田 
 

一 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

鈴 

木 

善 

幸 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
小
沢
貞
孝
君
提
出
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
政
府
の
刊
行
物
等
に
日
本
政
府
自
ら
が 

主
権
を
放
棄
し
た
が
ご
と
き
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
訂
正
と
責
任
追
及
に
関
す
る
質
問
に 

対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

自
治
省
が
編
集
し
て
い
る
全
国
市
町
村
要
覧
は
、
執
務
の
参
考
資
料
と
す
る
た
め
、
現
実
に
行
政
を
行
つ
て 

 

い
る
市
町
村
を
集
録
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
集
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
数
は
、
三
千
二
百
五
十
五
で 

 

あ
る
。 

一
方
、
色
丹
・
国
後
・
択
捉
三
島
の
六
村
に
つ
い
て
は
、
現
実
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
に
よ
つ
て
不
法
に
占
拠 

 

さ
れ
て
い
る
た
め
、
市
町
村
と
し
て
の
行
政
の
実
態
が
な
い
の
で
、
全
国
市
町
村
要
覧
で
は
凡
例
部
分
に
名
称 

 

及
び
面
積
を
記
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
三
島
の
六
村
を
加
え
た
場
合
は
、
市
町
村
数
は
、 

 



三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

北
方
四
島
は
、
我
が
国
の
固
有
の
領
土
で
あ
る
の
で
、
国
土
地
理
院
発
行
の
地
図
で
は
当
然
我
が
国
の
領
土 

 

で
あ
る
と
表
示
し
て
お
り
、
政
府
の
刊
行
物
は
す
べ
て
同
地
図
に
準
拠
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
昭
和
五
十
六
年
度
版
か
ら
は
、
根
室
市
と
合
併
し
た
旧
歯
舞
村
を
除
く
色
丹
・
国
後
・
択
捉
三
島 

 

の
六
村
に
つ
い
て
も
凡
例
部
分
に
そ
の
名
称
及
び
面
積
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
六
村
の
位
置
を
地
図
上
表
示 

 

す
る
こ
と
と
し
た
。 

三
千
二
百
六
十
一
と
な
る
。 

御
指
摘
の
全
国
市
町
村
要
覧
も
こ
れ
に
準
拠
し
て
い
る
の
で
、
従
来
か
ら
北
海
道
の
地
図
上
、
北
方
四
島
の 

 

名
称
及
び
位
置
を
表
示
し
、
我
が
国
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。 

我
が
国
の
総
面
積
は
、
国
土
地
理
院
調
査
に
よ
れ
ば
、
昭
和
五
十
五
年
十
月
一
日
現
在
の
面
積
は
三
十
七
万 

 

四 

 



四
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
全
国
市
町
村
要
覧
に
お
い
て
は
、
北
海
道
の
面
積
は
色
丹
・
国
後
・
択
捉
三
島
の
六
村
を
含
め
た 

 

面
積
（
八
万
三
千
五
百
十
六
・
五
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
と
し
て
い
る
が
、
北
海
道
の
市
町
村
別
の
面
積
・
人 

 

口
等
の
概
要
を
記
載
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
一
に
示
し
た
考
え
方
か
ら
、
六
村
は
記
載
し
て
い
な
い
の
で
、 

 

当
該
部
分
に
記
載
さ
れ
て
い
る
市
町
村
の
面
積
を
集
計
し
た
場
合
に
は
、
七
万
八
千
六
百
二
十
二
・
四
一
平
方 

 

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。 

七
千
七
百
八
・
〇
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
当
然
色
丹
・
国
後
・
択
捉
三
島
の
六
村
の 

 

面
積
も
含
ま
れ
て
い
る
。
学
校
の
教
科
書
、
政
府
の
刊
行
し
て
い
る
海
外
紹
介
文
書
等
に
つ
い
て
も
、
こ
の
国 

 

土
地
理
院
の
調
査
し
た
数
値
に
基
づ
い
て
い
る
。 

北
方
四
島
が
歴
史
的
に
も
国
際
法
上
も
我
が
国
の
固
有
の
領
土
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
北
方
領 

 

土
問
題
を
国
際
司
法
裁
判
所
に
提
訴
し
て
司
法
的
解
決
を
図
る
こ
と
は
、
従
来
か
ら
政
府
が
述
べ
て
い
る
と
お 

 

五 

 



五
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

な
お
、
北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
に
つ
き
、
世
界
各
国
の
正
し
い
理
解
を
求
め
る
こ
と
は
、 

 

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
政
府
と
し
て
も
従
来
か
ら
北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
各
種
広
報
資
料
の 

 

作
成
・
配
布
を
行
う
等
、
国
際
世
論
に
訴
え
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
御
承
知
の
と
お
り
で
あ
る
。 

色
丹
・
国
後
・
択
捉
三
島
に
つ
い
て
は
、
国
土
地
理
院
が
こ
れ
ら
三
島
の
面
積
を
公
表
し
た
こ
と
に
伴
い
、 

 

昭
和
四
十
四
年
度
か
ら
北
海
道
の
面
積
の
一
部
に
含
め
て
道
分
の
普
通
交
付
税
に
算
入
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら 

 

の
三
島
の
六
村
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
と
し
て
の
行
政
の
実
態
が
な
い
た
め
、
そ
の
面
積
に
係
る
市
町
村
分
に 

 

は
算
入
し
て
い
な
い
。 

り
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
か
か
る
状
況
に
お
い
て
北
方
領
土
問
題
が
国
際
司
法
裁
判
所
で
審
議
さ
れ
る
と
の
想 

 

定
で
個
々
の
問
題
に
つ
き
、
あ
ら
か
じ
め
政
府
の
見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

六 

 



(三) 

学
歴
証
明
に
つ
い
て
は
、
戦
前
の
関
係
資
料
は
現
在
見
当
た
ら
な
い
が
、
今
後
、
北
海
道
と
も
協
議
し
、 

(二) 

土
地
・
建
物
の
当
時
の
登
記
簿
等
は
現
在
釧
路
地
方
法
務
局
根
室
支
局
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
登
記
事
務 

は
戦
後
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
あ
る
が
、
登
記
簿
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
所
有
名
義
人
に
つ
い
て
相 

続
が
開
始
し
、
相
続
人
か
ら
そ
の
旨
の
申
出
が
あ
つ
た
と
き
は
こ
れ
を
受
理
し
相
続
登
記
に
準
じ
た
取
扱
い 

を
認
め
て
い
る
ほ
か
、
登
記
簿
等
の
閲
覧
等
の
請
求
に
も
応
じ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
前
六
村
に
在
籍
し
て
い 

た
者
の
戸
籍
等
に
つ
い
て
は
同
支
局
で
そ
の
一
部
を
保
管
し
て
お
り
、
当
該
戸
籍
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者 

の
利
便
に
供
す
る
た
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
証
明
事
務
を
行
つ
て
い
る
。 

(一) 

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
の
融
資
を
受
け
る
際
必
要
な
元
居
住
者
た
る
証
明
は
、
同
協
会
か
ら
千
島
歯
舞 

 

諸
島
居
住
者
連
盟
に
依
頼
し
て
行
つ
て
い
る
。 

色
丹
・
国
後
・
択
捉
三
島
の
旧
島
民
は
、
離
島
後
他
の
い
ず
れ
か
の
市
町
村
の
住
民
と
な
つ
て
い
る
が
、
こ 

 

れ
ら
旧
島
民
に
係
る
諸
証
明
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
在
次
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。 

七 

 



1
に
つ
い
て 

(五) 

引
揚
者
給
付
金
、
引
揚
者
特
別
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
引
揚
者
が
そ
の
全
生
活
の
基
盤
を
失
つ
た
と
い
う 

観
点
か
ら
特
別
の
政
策
的
措
置
を
講
ず
る
と
の
趣
旨
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
北
方
四
島
か
ら
引 

き
揚
げ
て
き
た
者
で
あ
つ
て
も
、
樺
太
、
朝
鮮
、
台
湾
等
の
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
者
と
事
情
が
変
わ 

る
も
の
で
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
支
給
対
象
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

(四) 

漁
業
権
に
つ
い
て
は
、
旧
漁
業
権
は
消
滅
し
て
い
る
。 

な
お
、
右
に
述
べ
た
ほ
か
、
今
後
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
北
海
道
と
も
連
絡
を
取
り
遺
漏
の
な
い
よ
う 

 

処
理
し
て
ま
い
り
た
い
。 

竹
島
は
御
指
摘
の
よ
う
に
国
有
地
で
あ
る
。
一
方
、
尖
閣
諸
島
は
、
大
部
分
が
民
有
地
で
あ
る
が
、
一
部 

 

国
有
地
も
存
在
す
る
。 

遺
漏
の
な
い
よ
う
配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
。 

八 

 



4
に
つ
い
て 

3
に
つ
い
て 

2
に
つ
い
て 

色
丹
・
国
後
・
択
捉
三
島
の
地
域
に
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
の
占
拠
前
に
お
い
て
、
国
有
財
産
、
公
有
財 

 

産
及
び
旧
島
民
の
財
産
が
あ
つ
た
。
こ
れ
ら
の
財
産
上
の
権
利
は
引
き
続
き
存
在
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら 

 

れ
る
。 

旧
島
民
関
係
の
諸
問
題
の
処
理
状
況
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
り
、
ま
た
、
北
方
四
島
が
返
還 

 

さ
れ
た
後
の
こ
の
地
域
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
返
還
時
点
に
お
い
て
諸
般
の
事
情
を
勘
案
し
、
具
体
的
な
振 

 

興
策
の
実
施
を
図
る
こ
と
と
し
た
い
。 

現
行
戸
籍
法
に
お
い
て
は
、
戸
籍
に
関
す
る
事
務
は
市
町
村
長
が
こ
れ
を
管
掌
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る 

（
戸
籍
法
第
一
条
）
が
、
色
丹
・
国
後
・
択
捉
三
島
の
六
村
に
つ
い
て
は
、
現
実
に
行
政
権
を
行
使
し
得
な
い 

 

九 

 



 

一
〇 

状
態
に
あ
り
、
村
長
も
置
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
六
村
へ
の
転
籍
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の 

 
で
あ
る
。 

最
後
に
行
政
事
件
訴
訟
法
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
行
政
庁
が
法
令
に
基
づ
く
申
請
に
対
し
、
相
当
の
期
間
内 

 

に
何
ら
か
の
処
分
又
は
裁
決
を
す
べ
き
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
申
請
者
は
、
不
作 

 

為
の
違
法
確
認
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
行
政
事
件
訴
訟
法
第
三
条
第
五
項
参
照
）
。 

右
答
弁
す
る
。 




